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国務院特定テーマ会議

田中 修

はじめに

1 月 20 日、李克強総理は国務院特定テーマ会議を開催し、今年の重点政策を検討し、重

要講話を行った。会議には、張高麗・汪洋・馬凱各副総理、楊晶・郭声琨1各国務委員が出

席し、国家発展・改革委員会、工業・情報化部、財政部、住宅・都市農村建設部、人民銀

行、国有資産監督管理委員会等の責任者が報告を行った。本稿では、会議における李克強

総理の重要講話の概要を紹介する。

1 年の政策をしっかり行い、スタートの歩み出しにしっかり取り組むことは極めて重要で

ある。

現在、世界経済が低迷し、国際大口取引商品価格の下落がなお続き、主要経済体の動向

が引き続き分化し、マクロ政策調整が新たな不確定要因をもたらしていることの、わが国

経済発展に対する影響はなお深刻である。

我々は、直面する困難・試練とリスクについて十分推し量り、憂患意識を強めなければ

ならない。同時に、わが国経済発展の基本態勢が依然として好転しており、新産業・新業

態が育んでいる新たな動力エネルギーが不断に壮大となっていることをも見て取らねばな

らない。

自信を確固とし、困難に向かって進み、発展という第一の重要任務にしっかり取り組み、

新たな発展理念を真剣に実施し、構造改革とりわけサプライサイド構造改革の推進に力を

入れ、コントロールの考え方・方式を刷新しなければならない。重点を際立たせ、重点を

正確に選び、力を一気に発揮し、職務に熱中し、発展・改革・民生等の方面の難題を 1 つ 1

つ打破しなければならない。グレードアップ化推進の中で経済の平穏な発展を維持し、経

済運営が合理的区間にあることを確保し、第 13 次 5 ヵ年計画の良好なスタートを実現しな

ければならない。

良好なスタートを実現し、安定成長・構造調整を推進するには、改革を堅持し、重点を

際立たせ、供給側・需要側を管理する基本手段をうまく用いて、新しい施策・実効のある

施策・ハードな施策を多く打ち出し、壮士が腕を絶つ精神で推進しなければならない。

（１）引き続き新たな動力エネルギーの育成を加速する。

これは、サプライサイド構造改革の重要な内容である。行政の簡素化・権限の下方委譲、

開放と管理の結合、サービスの最適化の改革を深化させ、市場の活力を一層奮い立たせな

1  このような会議に、郭声琨国務委員兼公安部長が出席するのは珍しい。会議では、治安

問題も議論されたのであろう。
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ければならない。イノベーション駆動による発展戦略を深く実施し、全要素生産性の向上

に着眼し、大衆による起業・万人によるイノベーションを促進し、「中国製造 2025」「イン

ターネット＋」の実施と結び付け、各種企業が技術革新・生産モデル革新・管理革新を重

視するよう後押しし、新しい有効な供給を創造し、需要構造の高度化に更に好く適応しな

ければならない。

（２）改革の方法を用いて、市場の強制メカニズムをうまく運用し、伝統的な動力エネル

ギーを改造・グレードアップする。

過剰生産能力の解消、不合理な在庫の消化、企業のコスト低下・効率向上等の方面の難

点・問題にしっかり取り組み、施策を総合化する。率先して鉄鋼・石炭産業から着手しブ

レークスルーを得て、企業自身の活力・投資意欲を増強し、転換の陣痛期の短縮に努力し、

各種のリスクと隠れた弊害を有効に解消する。

農業・サービス業・インフラ・生態環境・社会事業等の方面の不足を早急に補い、有効

需要の拡大を牽引し、持続的な成長動力を増強する。

新旧の動力エネルギーの転換は弁証的に統一されており、新たな動力エネルギーが成長

すれば、大量の就業ポストが創造され、伝統産業の効率向上・グレードアップと人員の再

就職のために条件を創造することができる。また、伝統的な動力エネルギーを改造・グレ

ードアップし、沈滞した要素資源を活性化することも、新たな動力エネルギーの成長のた

めに空間を拓くことができるのである。

良好なスタートを実現するカギは、各レベル幹部が新たな精神状態でなければならない

ということである。

人の積極性・社会の創造力は、わが国発展の最大の動力エネルギーであり、各方面の積

極性・主動性・創造性を十分動員しなければならない。

各部門は、党中央・国務院の手配に基づき、「一朝一夕を争い、時は我を待たない」とい

う精神によって、職責と結び付けて実施にしっかり取り組み、改革・発展推進のトップダ

ウン設計と関連する計画策定をしっかり行うことを重視するとともに、関連施策を上級か

ら末端まで速やかに伝達し、政策・計画を具体的措置・実施細目に転化しなければならな

い。

時代に合わない政策を早急に整理し、地方に事業・起業のより大きな自主権を与え、彼

らの積極性を奮い立たせる。

今年、国務院は、部門に対する監査を重点的に強化し、奨励と規制を併存することを堅

持し、勇気をもって責任を負い、善く計画し善く仕事をし、鋭意・進取の精神で取り組む

良好な単位・良好な幹部を奨励するとともに、不作為・行政怠慢等の行為への問責を強化

して、各レベルが責任をもって改革を促し、人々が責任をもって発展を謀る強大な合成力

を形成する。

（1 月 22 日記）


